
平成２９年５月１９日 

 

“レンゲツツジ咲く 

高ボッチ高原～鉢伏山ハイキング” 
 

概要 

 長野県の諏訪湖の北側に位置し、松本、岡谷、塩尻市と境を接してい

る 

両方とも、北アルプスの展望台として有名な山で、美ヶ原に勝るとも劣

らないと言われている。 

６月下旬には松本市の花である「レンゲツツジ」が咲き誇る 

鉢伏山/ 長野県の中央部にある標高 1928ｍの山で、信州百名山に選ば

れている。 

高ボッチ高原/標高 1665ｍの高さにあるなだらかに広がる高原で、国内

有数の撮影スポットとしても知られており、諏訪湖越しに富士山を望む

素晴らしい眺望が楽しめる。 

 

 

＊山行日時 ６月２５日（日） 

＊参加費   ８，５００円 

    （参加人数によって参加費は増減します） 

＊前納金  ４，０００円 

＊募集人数 ４０人 

＊申込み（振込み）期限 ６月１６日（金） 

《返金期限／6月 2１日（水） ＰＭ ８：００ 》 

・振込先 金子ヒデ子  

  振込番号 00590－3－102922 （ゆうちょ銀行） 

  バス乗車地を必ず記入して下さい 

  バス乗車地は３ヵ所とも、駐車可能です。 

 

＊その他 

・難易度（初級） 

・携行品 昼食、嗜好品、雨具、入浴道具その他 

・歩行時間 登り、約 2.5 時間（標高差 300ｍ） 

      下り、約 3時間（標高差約 1.000ｍ） 

 

 

 

 

お知らせお知らせお知らせお知らせ    

１．遊歩会だより第 4 号の発送当番は 4444 班班班班で

す。 

日時  ７月７日（金）７月７日（金）７月７日（金）７月７日（金） 午後７時から 

場所  土橋 市民プラザ 

     ２階/市民活動室 

楽しい登山・ハイキングのなかま楽しい登山・ハイキングのなかま楽しい登山・ハイキングのなかま楽しい登山・ハイキングのなかま 

 遊 歩 会 だより 第３号 

バス予定時間及び参考コースタイム 

6666 月月月月 25252525 日（日）日（日）日（日）日（日）    

頸城自動車バスセンター集合 

↓ 6:00 出発 

上越高田 IC 駐車場 6；20 

 ↓ 

道の駅あらい 6；30 

 ↓ 

更埴 JCT  

 ↓   長野道 

姨捨 SA   (休憩) 

 ↓ 

塩尻 IC 

 ↓   長野道 

高ボッチ高原高ボッチ高原高ボッチ高原高ボッチ高原        9999；；；；10101010～～～～9999；；；；30303030    

 ↓ 徒歩  ５０分 

高ボッチ山（1.665ｍ） 

 ↓ 徒歩  ６０分 

牛伏寺分岐 

↓ 徒歩 ６０分  

鉢伏山鉢伏山鉢伏山鉢伏山    （（（（1.9281.9281.9281.928ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）        昼食昼食昼食昼食    

    ↓↓↓↓            12121212；；；；00000000～～～～12121212；；；；40404040    

鉢伏山荘 

鉢伏山荘 ↓    

 ↓  徒歩 ５０分 

牛伏寺分岐 

 ↓  徒歩 ６０分 

松建小屋 

 ↓  徒歩 ２５分 

フランス式階段工 

↓  徒歩 ３０分  

牛伏寺駐車場 15：50～16：00 

 ↓ 

崖の湯温泉（薬師平崖の湯温泉（薬師平崖の湯温泉（薬師平崖の湯温泉（薬師平    茜宿）茜宿）茜宿）茜宿）    

入浴・休憩入浴・休憩入浴・休憩入浴・休憩    16161616：：：：30303030～～～～17171717：：：：33330   

 ↓ 

塩尻北 IC 

↓   長野道 

松代 PA  休憩 18：30～18：45 

↓ 

新井 PA 道の駅あらい  

 ↓      （19：30）  

上越高田インター駐車場 

 ↓      （19：40） 

頸城自動車バスセンター到着 

          （20：00000））））     

2・今回の鉢伏山/高ボッチ高原の参加申し込みをキャンセルした方は、申込金をお

返ししますので、7月 7日午後７時～８時の間に市民プラザ２階/市民活動室まで、

取りに来てくださるようお願いします。 



 

【ドタキャン】 

 ４月１８日の三役会で、１６日の春日山古道ハイキングの際に起きた「無断欠席」にどう対処するかについて協議しました。 

 １６日、集合場所で参加者確認をしていたら、「一人いない」ことが判明し、スタッフから電話してもらいました。「失念していた」と

いうことでした。バスや宿・食事の手配、傷害保険への加入などをしてありますから、当日無断欠席されるとそれらに対応するスタッフ

の苦労は並大抵ではありません。 

 登山やハイキングは、場合よっては命にかかわることがありますから、こういう問題は、その都度きちんとしておく必要があります。 

 

 最低限のモラルとして、キャンセルする場合は、事前に所定の連絡をするべきです。もちろん「高齢者」ですから、急な

体調不良や突然の葬儀などはありえます。それでも「無断は許されないだろう」というのが、一致した意見でした。 

 次に、当然すでに支払われている費用・経費（バスや宿・食事の手配、傷害保険への加入など）がありますから、「参加費は当日徴

収分も含めて全額負担していただく」ということにしました。まあ、一般の旅行会社のツアーでも、当然おこわれていることでは

ありますが・・・。当日の現地では、「倍返しだよ」という声もありましたが、そこまでは必要ないだろうということでした。 


